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す
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一
、
漢
字
―
一
文
字
を
用
い
れ
ば
、
多
国
家
に
通
ず

（
一
）
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
文
化
に
お
け
る
中
国
の
漢
字
（
文
言
文
）

　

漢
字
が
ベ
ト
ナ
ム
に
伝
え
ら
れ
て
か
ら
、
漢
字
は
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
、

社
会
、
文
化
の
分
野
で
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
漢
字

を
使
用
し
て
文
章
を
著
述
し
、
歴
史
を
記
録
し
た
。
一
方
、
漢
字
の
導
入

の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
は
自
ら
字
喃
（
チ
ュ
ノ
ム
）
を
作
り
出
し
、
多
く
の
字

喃
典
籍
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
近
代
（
一
八
五
八
〜
一
九
四
五
）
で
は
、

字
喃
と
国
語
字
（
の
ロ
ー
マ
字
）
が
形
成
さ
れ
、
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
漢
字
は
依
然
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
利
用
さ
れ
て
い
た
。

一
つ
の
例
と
し
て
、
中
国
に
い
る
潘

Phan B
ội C

hâu

佩
珠
（
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
）
が
ベ
ト
ナ

ム
国
内
へ
密
か
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
李
瑞

（
ホ
ー
チ
ミ
ンH

ồ C
hí M

inh

胡
志
明
が
中
国
滞
在
時
に
使
用
し
た
名
前
）
に

出
す
手
紙
は
依
然
と
し
て
漢
字
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
た
。

（
二
）
ベ
ト
ナ
ム
人
の
国
際
交
流
に
お
け
る
漢
字
の
役
割

　

一
九
四
五
年
以
前
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
主
に
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本

な
ど
の
国
の
人
々
と
接
触
し
交
流
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
漢
字
を
使
用

し
て
意
思
疎
通
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
潘
佩
珠
は
、

あ
る
出
来
事
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
る
。

　

四
月
中
旬
に
日
露
戦
争
が
終
戦
し
て
、
日
本
の
船
だ
け
が
上
海
に

行
く
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
へ
留
学
す
る
ひ
と
り
の
中
国
人
―
湖
南

省
出
身
の
趙
光
服
―
を
頼
ん
で
、
そ
の
人
を
我
々
の
ガ
イ
ド
と
し

て
、
み
ん
な
で
日
本
の
船
で
横
浜
を
目
指
し
た
。
横
浜
に
着
い
た
と

た
ん
に
、
問
題
が
発
生
し
た
。
日
本
語
は
出
来
ず
、
中
国
語
も
分
か

ら
な
い
の
で
、
仕
方
な
く
、
筆
を
用
い
て
会
話
し
、
身
振
り
手
振
り

で
意
思
疎
通
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
骨
の
お
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た（

１
）

。
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ベ
ト
ナ
ム
系
カ
ナ
ダ
人
の
永

V
ĩnh Sính聘

（
ビ
ン
・
シ
ン
）
氏
は
、「
潘
氏
は
漢
文（
中

国
文
言
文
）
と
字
喃
と
二
種
類
の
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
た
が
、
そ
う

い
う
「
財
産
」
を
用
い
て
、
中
国
人
と
日
本
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
場
合
に
、
潘
氏
が
採
り
う
る
唯
一
の
方
法
は
筆
談
で
あ
っ
た（

２
）

」
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

従
来
、
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
使
節
団
は
、
少
数
の
現
地
語
が

で
き
る
通
事
や
通
訳
を
除
い
て
、
使
節
団
の
構
成
員
の
大
多
数
は
、
現
地

人
と
交
流
す
る
時
に
漢
字
に
よ
る
筆
談
を
用
い
た
。『
往

V
ãn

g T
ân

 n
h

ật kí

津
日
記
』
に
お

い
て
は
、
阮

N
guyễn T

huật述は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
使
節
団
と
清
の
政
府
代
表
団
、
ま
た
は

中
国
社
会
の
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
々
と
筆
談
で
交
流
を
行
っ
た

状
況
を
数
多
く
記
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム

人
は
朝
鮮
人
、
日
本
人
、
場
合
に
よ
っ
て
は
欧
米
人
と
も
漢
字
を
も
っ
て

筆
談
し
て
い
た
。
朝
鮮
王
国
の
駐
清
使
節
で
あ
る
李이

수

광

睟
光
は
、
か
つ
て
ベ

ト
ナ
ム
の
使
節
団
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
馮

Phùng K
hắc K

hoan

克
寛
（
フ

ン
・
カ
ク
・
コ
ア
ン
）
使
節
団
の
二
三
人
は
全
員
髪
を
一
つ
に
束
ね
て
い
る
。
一

人
の
中
国
語
の
分
か
る
通
訳
者
以
外
、
ほ
か
の
団
員
は
筆
談
で
意
思
疎
通

を
行
っ
て
い
る
。（

３
）」。

　

筆
談
は
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
使
用
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
緊
急
の
状
況
下
で
も
、
更
に
外
国
で
発
生
し
た
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
例
と
し
て
、
潘
佩
珠
ら
「
東

phong trào Đ
ông D

u

遊
運
動
」
の

人
々
は
外
交
費
用
や
家
賃
に
も
事
欠
く
、
苦
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
為

す
す
べ
が
無
く
な
っ
た
潘
佩
珠
は
一
通
の
手
紙
（
漢
文
）
を
認
め
て
、

阮

N
guyễn T

hái Bạt

泰
拔
（
グ
エ
ン
・
タ
イ
・
バ
ッ
ト
）
に
托
し
て
、
面
識
の
な
い
浅
羽
佐
喜
太
郎

（
一
八
六
七
～
一
九
一
〇
）
に
経
済
的
援
助
を
求
め
た（

４
）

と
い
う
。
そ
の

後
、
浅
羽
氏
の
死
去
を
知
っ
た
潘
佩
珠
は
浅
羽
氏
の
家
族
に
対
し
て
、
そ

の
墓
前
に
碑
を
建
て
て
記
念
と
し
た
い
と
い
う
思
い
を
伝
え
た
。
明
ら
か

に
、
こ
の
当
時
の
漢
字
は
外
国
に
滞
在
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
が
、
国
際
交
流

の
中
で
知
人
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

　

特
に
、
漢
文
体
の
文
書
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
外
国
と
の
関
係
に
お
け
る
重

要
な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
の
手
段
で
も
あ
る
。
当
時
、
阮
朝
の

歴
代
国
王
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
漢
文
体
の
文
書
を
使
っ
て
外
国
と
接
触

し
、
相
互
の
外
交
関
係
を
強
化
し
、
自
国
の
地
位
の
安
定
化
を
は
か
っ

た
。
す
べ
て
の
文
書
は
、『
安

A
n N

am
 quốc thư

南
国
書
』に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
別
の
例
と

し
て
は
、
阮

 N
guyễn T

rãi廌（
グ
エ
ン
・
チ
ャ
イ
）
と
王
通
（
明
代
の
武
人
）
と
の
往
復
通
信

は
、
柔
軟
な
軍
事
外
交
の
手
本
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に

漂
流
し
た
中
国
人
、
日
本
人
、
朝
鮮
人
の
一
部
も
、
漢
字
を
頼
り
に
交
流

を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
外
国
政
府
も
漢
文
体
文
書
を
用
い
て
ベ
ト
ナ
ム
と
意
見
を
交

換
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
日
本
は
ベ
ト
ナ
ム
と
貿
易
問
題
を
議
論
す
る
た

め
に
漢
文
を
使
用
し
た
。「
安
南
国
執
事
」
に
宛
て
て
上
呈
さ
れ
た
文
書

の
中
で
、
角
倉
与
一
と
角
倉
宗
恂
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

…
…
我
が
国
の
命
に
よ
り
貿
易
使
節
と
し
て
、
我
ら
は
貴
国
と
、
両

国
間
に
お
い
て
従
来
正
式
に
承
認
さ
れ
て
き
た
貿
易
関
係
に
つ
い
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て
、
再
度
確
認
し
た
い
。
特
に
、
両
国
間
の
友
好
関
係
を
促
進
す
る

た
め
に
、
今
年
よ
り
貿
易
使
節
を
交
換
し
始
め
た
こ
と
は
、
両
国
の

末
永
い
利
益
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か（

５
）

。

　

一
六
〇
五
年
に
角
倉
与
一
が
藤
原
惺
窩
に
依
頼
し
て
「
安
南
国
頭
牧
」

に
宛
て
て
送
っ
た
手
紙
の
中
で
、
角
倉
は
一
昨
年
日
本
人
の
船
員
が
ベ
ト

ナ
ム
で
犯
し
た
罪
に
対
し
て
謝
罪
の
意
を
表
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、
通
事
（
口
語
、
通
訳
）
の
能
力
が
原
因
で
、
交
流
が
十
分

な
成
果
が
出
せ
な
い
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
問
答
す
る
た
び
に
、

通
訳
者
は
誤
訳
す
る
こ
と
が
多
い（

６
）

」、「
通
訳
者
は
訳
し
は
し
た
が
、
完

璧
で
は
な
く
明
確
で
は
な
か
っ
た（

７
）

」、「
通
訳
者
は
訳
せ
な
か
っ
た（

８
）

」。
と

い
っ
た
こ
と
が
頻
発
し
、
し
た
が
っ
て
、
漢
文
体
（
中
国
文
言
文
）
を
使

用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
す
る
に
は
、「
一

つ
一
つ
の
内
容
を
書
き
留
め
て（

９
）

」、「
紙
に
漢
字
を
書
い
て

（
1
0
）」
明
示
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
極
端
な
場
合
に
は
、
同
じ
中
国
人
ど
う
し
で
も
、
各
地

域
の
方
言
が
異
な
る
た
め
、
彼
ら
は
漢
字
に
よ
る
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
朱
舜
水
（
一
六
〇
〇
―

一
六
八
二
）
は
「
語
言
不
明
白
、
授
紙
筆
令
写
（
言
語
が
明
白
で
な
い
の

で
、
紙
筆
を
渡
し
て
書
か
せ
る
）

（
1
1
）」

と
書
い
た
。

二
、
ベ
ト
ナ
ム
筆
談
の
分
類

（
一
）
筆
談
の
発
生
地

（
１
）
国
内
で
の
筆
談

　

国
内
で
の
筆
談
と
は
、
世
界
中
の
人
々
が
ベ
ト
ナ
ム
で
ベ
ト
ナ
ム
人
ま

た
は
他
国
の
人
々
と
行
っ
た
筆
談
を
指
す
。

　

第
一
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
ベ
ト
ナ
ム
に
来
る
多
く
の
中
国
人
が
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
さ
れ
た
中
国
使
節
団
（
陳
孚
、
魯
鐸
、
張
弘
至
、

徐
孚
遠
、
吳
光
、
周
燦
、
傅
與
礪
、
徐
明
善
、
張
以
甯
、
孫
承
恩
、
吳

伯
宗
、
湛
若
水
、
潘
希
曾
、
林
唐
臣
、
章
敞
、
徳
保
、
顧
汝
修
、
李
仙

根
）、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
招
聘
さ
れ
た
人
々
（
釈
大
汕　

一
六
九
五
年
）、
ベ

ト
ナ
ム
に
亡
命
、
漂
流
し
た
中
国
人
（
朱
舜
水　

一
六
五
七
年
、
蔡
廷
蘭

一
八
三
五
年
）、
及
び
貿
易
す
る
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
に
来
た
人
々
の
筆
談

で
あ
る
。

　

第
二
に
、『
南

N
am

 p
h

iêu
 A

n
 N

am
 kí sự

漂
安
南
記
事
』
に
記
載
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
漂
流
し
た

日
本
人
と
の
筆
談
。

　

第
三
に
、『
昼

T
rú V

ĩnh B
iên

永
編
』鄭정

동

유

東
愈
著
）
に
記
載
さ
れ
た
一
六
八
七
年
に
ベ
ト

ナ
ム
に
漂
流
し
た
朝
鮮
人
と
の
筆
談
。
そ
の
前
、
一
五
九
七
年
に
、
趙
環

碧
は
ベ
ト
ナ
ム
に
来
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
見
聞
を
『
趙

T
riệu H

oàn Bích truyện

環
碧
伝
』に
ま
と

め
た
。
彼
は
ま
た
、
文
理
侯
鄭
剿
の
宦
官
や
そ
の
ほ
か
の
ベ
ト
ナ
ム
の
知

識
人
ら
と
交
流
し
た
。
朱
舜
水
の
『
安

A
n

 N
a

m
 cu

n
g

 d
ịch

 kỉ sự

南
供
役
紀
事
』
に
は
、
朱
舜
水
と

日
本
人
の
宋
五
郎
と
い
う
人
と
の
筆
談
が
あ
る
。
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さ
ら
に
、
筆
者
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
と
少
数
民
族
の
間
の
筆
談
も
、
漢
字

と
中
国
文
化
の
影
響
を
受
け
た
と
推
論
し
て
い
る
。
関
連
す
る
史
料
は
ま

だ
発
見
で
き
な
い
が
、
引
き
続
き
追
跡
し
た
い
。

（
２
）
外
国
で
の
筆
談

　

外
国
で
の
筆
談
と
は
、
外
国
で
ベ
ト
ナ
ム
人
が
外
国
人
と
漢
字
を
用
い

て
行
っ
た
筆
談
を
指
す
。
既
存
の
文
献
で
は
、
中
国
と
日
本
で
の
筆
談
の

み
が
確
認
で
き
る
。
中
国
で
の
筆
談
は
主
に
二
種
類
の
筆
談
が
あ
る
。
一

つ
目
は
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
使
節
に
よ
る
も
の
、
二
つ

目
は
二
〇
世
紀
初
め
に
中
国
に
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
「
革
命
活
動
家
」
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
の
筆
談
は
、
主
に
日
本
に
お
い
て
「
東
遊
運

動
」
を
行
う
ベ
ト
ナ
ム
人
に
よ
る
も
の
。
中
国
で
も
日
本
で
も
、
筆
談

の
参
加
者
は
中
国
人
と
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
韓
国
人
も
西
洋
人
も
い

る
。
ま
た
、
歴
史
上
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
朝
鮮
半
島
に
行
く
記
録
が
あ
る

か
ら
、
朝
鮮
半
島
で
の
筆
談
も
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、

李

Lý D
ương H

oán

楊
煥
（
リ
・
ズ
オ
ン
・
ホ
ア
ン
）（
李

L
ý D

ư
ơng C

ôn

楊
昆
（
リ
・
ズ
オ
ン
・
コ
ン
）
の
説
も
あ
る
）
と
そ

の
族
人
は
一
一
五
〇
年
に
朝
鮮
半
島
に
行
き
、
旌
善
に
お
い
て
李
氏
家
族

の
集
落
を
形
成
し
た
と
い
う
。
李

Lý Long T
ư

ờng

龍
祥
（
リ
・
ロ
ン
・
ト
ゥ
オ
ン
）
と
そ
の
族
人
は

一
二
二
六
年
に
朝
鮮
半
島
に
行
き
、
花
山
に
お
い
て
李
氏
家
族
の
集
落
を

形
成
し
た
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
人
商
団
は
一
六
一
二
年
に
済

州
島
に
漂
流
し
た
説
等
も
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
朝
鮮
半
島
で
の
筆
談
を

裏
付
け
る
史
料
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
洋
海
を
航
行
す
る

（
1
2
）船

で
記
録
さ
れ
た
筆
談
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
禅
師
と
中
国
人
が
、
欧
州
か
ら
極
東
に
到
る
英

国
客
船
（K

int Edw
ard Steam

er

）
の
上
で
行
っ
た
筆
談
で
あ
る
。

（
二
）
筆
談
の
参
加
者

（
１
）
国
籍
か
ら
の
分
類
（
東
洋
、
西
洋
各
国
）

　

ベ
ト
ナ
ム
人
の
筆
談
の
対
象
は
、
主
に
漢
字
文
化
圏
の
中
国
、
朝
鮮
半

島
、
日
本
の
人
々
で
あ
る

1
3

。
さ
ら
に
、
二
〇
世
紀
の
終
わ
り
に
は
、
ベ
ト

ナ
ム
人
は
欧
米
人
と
で
も
筆
談
を
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ギ
リ
ス
人

で
あ
っ
た
。

（
２
）
業
務
か
ら
の
分
類

　

ベ
ト
ナ
ム
人
と
外
国
人
の
間
の
交
流
の
大
部
分
は
、
主
に
ベ
ト
ナ
ム
と

中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
外
交
使
節
団
ま
た
は
公
的
使
節
の
行
政
外
交
に
見
出

だ
せ
る
。
歴
史
的
記
録
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
使
節
団
は
一
〇
〇
回
以
上

も
中
国
に
到
達
し
（
こ
の
う
ち
、
阮
王
朝
（
一
八
〇
二
―
一
九
四
五
年
）

が
三
五
回

（
1
3
）を
占
め
る
）、
中
国
の
使
節
団
は
一
七
回
（
阮
王
朝
で
は
四

回（
1
4
））

ベ
ト
ナ
ム
に
到
達
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
筆
談
文
献
は
、

す
べ
て
朝
臣
官
吏
間
の
公
文
書
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
使

N
g

u
y

ễ
n

 T
h

u
ậ

t

節
阮
述
は
、
多

く
の
中
国
人
及
び
日
本
人
の
官
員
と
筆
談
を
行
っ
た
。
唐
道
袁
（
招
商
局

ベ
ト
ナ
ム
支
部
の
役
人
）、
馬
復
賁
（
清
朝
使
館
員
）、
孔
慶
玉
（
天
津
管

帯
後
営
練
軍
の
官
員
）、
蔡
簡
涼
（
広
東
省
候
補
知
県
）、
ま
た
日
本
人
の
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曾
根
俊
虎
（
海
軍
大
尉
）、
イ
ギ
リ
ス
人
の
麦
士
尼
為
能
（M

esny‧W
illiam

、

清
朝
駐
在
の
副
将
）、
沈
春
輝
（
新
安
知
県
）、
陳
釣
平
（
候
補
知
府
）、

張
葆
廉
（
使
館
差
官
）、
唐
景
崧
（
使
部
主
事
）、
裴
敏
中
（
候
補
知
縣
、

医
者
）
な
ど
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
公
式
の
筆
談
の
ほ
か
、
非

公
式
の
筆
談
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
大
壮
寺
禅
師
と
中
国
の

張
蔭
環
（
欽
命
駐
倫
敦
欽
差
大
臣
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
朝
鮮
半
島
お
よ
び
日
本
の
使
節
団
と
の
や
り

取
り
は
朝
臣
官
吏
間
の
公
文
書
に
属
す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
使
節
団
と
朝
鮮
半

島
使
節
団
と
の
交
流
は
、
中
国
朝
廷
の
「
体
例
拘
束

（
1
5
）」
に
よ
っ
て
制
限
さ

れ
て
お
り
、「
每
個
人
住
其
個
人
房
、
禁
止
他
們
來
往
交
流
。
只
有
朝
会

之
日
、
才
相
見
幾
次
（
誰
も
が
自
分
の
部
屋
に
住
ん
で
お
り
、
互
い
に

交
流
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
朝
会
の
時
の
み
、
面
会
が
で
き

る（
1
6
））」と
規
定
さ
れ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
と
朝
鮮
人
の
筆
談
に
よ
る
交
流

は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
黎
中
興
朝
で
は
（
一
五
三
三
―
一
七
八
九
年
）、（
越
）
馮

克
寛
と
（
朝
）
李
睟
光
・
金
華
逸
士
、（
越
）
阮

N
guyễn C

ông H
ãng

公
沆
（
グ
エ
ン
・
コ
ン
・
ハ
ン
）
と

（
朝
）
俞
集
一
・
李
世
瑾
、（
越
）
阮

N
guyễn T

ông Q
uai

宗
窐
（
グ
エ
ン
・
ト
ン
・
ク
ア
イ
）
と
（
朝
）

李
校
理
・
莫
自
嘉
・
陳
輝
密
、（
越
）
黎

L
ê Q

u
ý

 Đ
ô

n

貴
惇
と
（
朝
）
鄭
春
授
（
정
춘

수
、
日
本
名
―
禾
谷
春
洙
）・
洪

N
g

u
y

ễ
n

 Đ
ề

啓
禧
（
レ
・
ク
イ
・
ド
ン
）（
홍
계
희
）・
趙
栄
進

（
조
영
진
）・
李
徽
中
（
이
휘
중
）
な
ど
。

　

西
山
朝
で
は
（
一
七
七
八
―
一
八
〇
二
年
）、（
越
）
阮

N
guyễn Đ

ề提
（
グ
エ
ン
・

デ
ー
）
と
（
朝
）
徐
有
防
（
서
유
방
）・
李
元
亨
、（
越
）
潘

P
han H

uy Ích

輝
益
（
フ
ァ
ン
・

フ
イ
・
イ
ッ
ク
）
・
段

Đ
oàn N

guyễn T
uấn

阮
浚
（
ド
ア
ン
・
グ
エ
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
）
と
（
朝
）
黄
秉
礼
・
徐
浩

修
・
李
百
亨
（
이
백
형
）
等
。

　

阮
朝
時
代
で
は
（
越
）
阮

N
guyễn T

ư G
iản

思
僩
と
（
朝
）
南남

정

순

廷
順
・
趙
秉
高
、（
越
）

阮

N
guyễn T

huật述
と
（
朝
）
敏
行
山
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

（
1
7
）。

　

ベ
ト
ナ
ム
使
節
団
と
日
本
使
節
団
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
ベ

ト
ナ
ム
使
節
の
阮

N
guyễn H

uy O
ánh

輝
𠐓
（
グ
エ
ン
・
フ
イ
・
オ
ア
イ
ン
）
が
日
本
使
節
に
贈
っ
た

「
餞

T
iễn N

hật B
ản sứ

 hồi trình

日
本
使
回
程
」の
詩
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
詩
で
は
、
い
く
つ
か

の
日
本
語
の
韻
は
漢
字
を
用
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ

ム
使
節
の
李

L
ý V

ăn
 P

h
ứ

c

文
馥
（
リ
ー
・
バ
ン
・
フ
ク
）
と
琉
球
使
節
の
間
に
も
唱
和
の
詩
が

残
っ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
の
筆
談
に
直
接
参
加
し
た
者
は
主
に
学
者
と
知
識
人
で
あ

る
。
中
国
人
で
は
、
前
述
の
朱
舜
水
は
明
王
朝
の
征
士
（
皇
帝
に
仕
え
る

こ
と
を
断
っ
て
遁
世
隠
居
し
た
学
者
）
で
あ
り
、
清
代
の
蔡
廷
蘭
は
澎
湖

諸
島
唯
一
の
進
士
で
あ
る
。
ほ
か
に
、『
循

T
uần hoàn nhật báo

環
日
報
』の
主
筆
で
あ
る
王
操

や
梁
啓
超
な
ど
が
い
る
。
朝
鮮
半
島
の
出
身
者
で
は
、
趙
素
俄
、
徐
興
亜

な
ど
が
い
る
。
趙
素
俄
と
潘
佩
珠
と
は
筆
談
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
徐

興
亜
と
範

Phạm
 H

ồng T
hái

鴻
泰
（
フ
ァ
ム
・
ホ
ン
・
タ
イ
）
も
ま
た
筆
談
を
行
っ
た
。
な
お
、
徐
興

亜
と
い
う
の
は
、
某
朝
鮮
人
の
仮
名
で
あ
り
、
彼
は
朝
鮮
半
島
独
立
の
た

め
に
世
界
各
地
を
回
っ
て
活
動
し
、
東
京
で
範
鴻
泰
と
頻
繁
に
会
っ
て
国

政
を
議
論
し
た
と
い
う

（
1
8
）。

　

僧
侶
の
筆
談
に
関
し
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
中
国
に
い
る
多
く
の
日
本

人
沙
門
と
筆
談
を
行
っ
た
。
阮
述
の
『
往
津
日
記
』
で
は
「
こ
の
三
人
は
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剃
髪
し
て
袈
裟
を
身
に
着
け
、
ベ
ト
ナ
ム
の
僧
侶
と
同
じ
よ
う
な
身
な
り

を
し
て
い
る
。
彼
ら
は
参
禅
す
る
た
め
に
中
国
に
来
て
い
る
が
、
彼
ら
は
わ

が
国
の
人
も
漢
字
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
筆
談
を
し
に
来
た

（
1
9
）」
と
記

し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
釈
大
汕
禅
師
（
石
濂
）
は
、
法
会
を
営

む
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
に
来
る
よ
う
に
阮
朝
国
王
（
阮

N
guyễn Phúc C

hu

福
淍
、
グ
エ
ン
・
フ

ク
・
チ
ュ
ー
）
か
ら
頼
ま
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
禅
師
と
ベ
ト
ナ
ム
の

人
々
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
は
漢
文
に
よ
る
筆
談
で

あ
り
、
例
え
ば
、
阮
朝
国
王
は
禅
師
に
向
か
い
、「
和
尚
の
説
教
は
通
訳

者
が
翻
訳
し
て
く
れ
た
が
、
細
か
な
点
で
は
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
一
つ
一
つ
具
体
的
に
書
き
記
し
て
く
だ
さ

い（
2
0
）。」と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
筆
談
内
容

（
１
）
外
交
と
国
政

　

阮
述
『
往
津
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
使
節
団
と
天
津
の
中
国
当

局
者
と
の
間
で
は
、
口
頭
の
会
話
に
よ
る
交
流
は
筆
談
よ
り
も
少
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
使
節
団
は
連
絡
を
と
る
必
要
が
あ
る
問
題
は
す
べ
て
、

阮
述
と
天
津
の
馬
大
使
（
馬
建
忠
）
が
筆
談
で
意
思
疎
通
し
、
そ
れ
を
馬

大
使
は
李
鴻
章
に
提
示
し
て
、
李
鴻
章
が
そ
れ
を
読
ん
で
馬
大
使
に
意
見

を
伝
え
、
馬
大
使
は
再
び
筆
談
で
阮
述
に
知
ら
せ
る
。
阮
述
は
馬
大
使
、

及
び
馬
大
使
を
含
む
清
朝
官
員
と
、
少
な
く
と
も
二
二
回
の
面
会
と
筆
談

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
主
要
な
内
容
は
す
べ
て
重
要
か
つ
「
機
密
」
レ
ベ

ル
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
総
理
衙
門
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
本
国
へ
の
外
国
と
の

貿
易
条
約
締
結
の
可
否
、
李
鴻
章
か
ら
の
機
密
事
項
に
関
す
る
詳
細
な
質

問
、
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
徳
里
古
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
事
情
の
紹
介
、
使
節
団

の
帰
国
に
対
す
る
李

Lý H
ồng C

hương

鴻
章
（
リ
ー
・
ホ
ン
・
チ
ュ
オ
ン
）
の
許
諾
な
ど
で
あ
る
。

　

潘
佩
珠
が
筆
談
で
日
本
に
軍
事
援
助
を
要
請
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
表

明
し
た
時
、
梁
啓
超
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
日
本
軍
が
い
っ
た
ん
貴

国
に
進
入
す
る
と
、
そ
の
後
彼
ら
を
追
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
に

違
い
な
い
。
そ
れ
は
国
の
回
復
を
望
ん
で
、
却
っ
て
ま
す
ま
す
国
の
独
立

を
失
う
」。
さ
ら
に
、
梁
啓
超
は
潘
佩
珠
に
次
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。「
貴
国
の
独
立
の
日
が
来
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
必
要
は
な
い
、
国

民
が
独
立
す
る
資
格
を
持
た
な
い
こ
と
を
心
配
す
べ
き
だ
」、「
貴
国
の

強
み
は
、
民
智
、
民
気
、
そ
し
て
人
材
に
あ
る

（
2
1
）」

と
。

　

ま
た
徐
興
亜
（
朝
鮮
人
）
と
範
鴻
泰
（
ベ
ト
ナ
ム
人
）
が
東
京
に
い
た

と
き
、「
二
人
は
し
ば
し
ば
国
政
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
」、「
そ
れ
で
徐

興
亜
は
視
野
が
よ
り
広
が
っ
た

（
2
2
）と
い
う
記
録
も
あ
る
。

（
２
）
知
識
情
報
の
共
有

『
問
答
』
の
詩
の
中
で
、
李
睟
光
（
朝
鮮
人
）
は
馮
克
寬
に
ベ
ト
ナ
ム
に

つ
い
て
尋
ね
て
い
た
。

問
：
お
国
で
は
、
冬
は
春
と
同
じ
く
ら
い
暖
か
く
、
氷
は
な
い
で
す

か
？
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答
：
南
国
で
す
。
春
が
長
く
、
冬
が
短
い
で
す
。

問
：�

お
国
で
は
毎
年
二
回
稲
の
収
穫
が
あ
り
、
一
年
間
に
八
回
も
蚕

が
繭
玉
を
作
る
と
い
う
の
は
、
本
当
で
す
か
？

答
：�
わ
が
国
で
は
、
一
年
に
二
回
の
稲
作
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
あ
り
、

八
回
繭
玉
を
作
る
蚕
と
苧
麻
（
カ
ラ
ム
シ
）
が
あ
り
ま
す
。

問
：
お
国
の
領
土
は
？

答
：
わ
が
国
は
五
〇
〇
平
方
里
（
里
は
旧
距
離
単
位
）
で
す
。

問
：
雲
南
省
か
ら
お
国
ま
で
は
何
里
で
す
か
？

答
：�

わ
が
国
と
中
国
雲
南
省
は
国
境
を
接
し
て
い
ま
す
が
、
山
々
に

分
断
さ
れ
て
い
ま
す

（
2
3
）。

　

馮
克
寬
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
と
文
化
を
よ
り
具
体
的
に
は
、
詩
を

作
っ
て
李
睟
光
に
紹
介
し
た
。

　

越
甸
居
初
定
、
天
中
正
不
偏
。
山
林
區
虎
豹
、
娛
教
樂
魚
鳶
。
閭
巷
開

書
塾
、
其
亭
賣
酒
船
。

　

ほ
か
に
、
「
答

Đ
áp

 T
riều

 T
iên

 q
u

ốc sứ
 L

í T
ối Q

u
an

g

朝
鮮
国
使
李
睟
光
」
と
い
う
詩
も
あ
る
。

義
安
何
地
不
安
居
、
礼
接
誠
交
楽
有
余
。
彼
此
雖
殊
山
海
域
、
淵
源

同
壹
聖
賢
書
。

交
鄰
便
是
信
為
本
、
進
徳
深
惟
敬
作
輿
。
記
取
使
軺
回
国
日
、
東
南

五
色
望
雲
車
。

�
—

—

『
皇

H
oàng V

iệt thi tuyển

越
詩
選
』巻
五

　

李
睟
光
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
前
も
っ
て
情
報
が
入
っ
て
い
た
の
で
、

筆
談
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
交
州
は
南
の
果
て
に
あ
り
、
宝
石
、

金
玉
、
琳
琅
、
玳
瑁
、
象
牙
、
犀
角
な
ど
、
多
く
の
珍
し
い
も
の
が
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
天
地
の
優
れ
た
気
が
集
ま
っ
て
育
ん
だ
た
め
に
、
才

能
の
あ
る
人
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、
珍
し
い
も
の
が
あ
る
だ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
」（『
芝

C
hi Phong tiên sinh tập

峰
先
生
集
』巻
八
）。

　

胡

H
ồ

 Q
u

ý
 L

y

季
犛
（
ホ
ー
・
ク
イ
・
リ
ー
）
皇
帝
は
か
つ
て
「
答

Đ
áp B

ắc nhân vấn A
n N

am
 phong tục

北
人
問
安
南
風
俗
」
と
い

う
詩
を
作
っ
て
、
中
国
使
節
に
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
を
返
答
し
て
い
る
。

欲
問
安
南
事
、
安
南
風
俗
純
。
衣
冠
唐
制
度
、
礼
楽
漢
君
臣
。

　

あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
役
人
は
、
国
際
的
な
習
慣
を
従
っ
て
、
筆
談
で
蔡
廷

蘭
に
ベ
ト
ナ
ム
の
風
俗
習
慣
を
紹
介
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
元
日
に
鶏
が
鳴
く
こ
ろ
か
ら
、
文
官
・
武
官
の
全
官

員
が
宮
殿
に
入
っ
て
皇
帝
を
祝
福
し
、
皇
帝
が
銭
を
分
け
与
え
て
か

ら
退
出
す
る
。
そ
の
後
、
宮
殿
の
門
は
封
印
さ
れ
、
皇
帝
が
開
門
を

命
じ
る
の
を
待
っ
て
、
宮
殿
内
に
入
り
ま
す
。
も
し
あ
な
た
が
皇
帝

を
拝
見
し
た
い
と
思
う
な
ら
、
宮
殿
の
門
が
開
く
の
を
待
っ
て
、
宮
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殿
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ま
す
。
も
し
皇
帝
が
し
ば
ら
く
滞
在
し
ろ

と
言
わ
れ
た
な
ら
、
断
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
。
も
し
予
定
が
あ
っ
て

出
発
し
た
い
と
き
は
、
省
官
に
よ
る
通
行
の
証
明
書
が
あ
れ
ば
通
し

て
く
れ
る
は
ず
で
、
特
に
問
題
は
な
い
で
す
。
正
月
七
日
に
倉
庫
が

開
く
の
を
待
っ
て
、
賞
賜
が
交
付
さ
れ
て
か
ら
出
発
す
る
と
い
い
で

し
ょ
う
。
役
所
に
お
祝
い
の
手
紙
を
残
し
て
お
け
ば
い
い
で
し
ょ

う
、
誰
か
が
あ
な
た
の
祝
辞
を
官
員
に
伝
え
て
く
れ
ま
す

（
2
4
）。

　

ま
た
、
あ
る
南
河
（
安
南
阮
主
が
管
理
す
る
地
域
）
の
該
艚
（
官
職
名
）

は
人
を
遣
わ
し
て
朱
舜
水
を
呼
び
寄
せ
、「
征
士
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

朱
舜
水
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

崇
禎
十
七
年
、
被
征
不
就
。
弘
光
元
年
復
征
、
又
不
就
。
第
三
次
竟

除
授
江
西
等
処
提
刑
案
察
使
司
副
使
、
兼
兵
部
職
方
清
吏
司
郎
中
、

監
荆
国
公
方
国
安
軍
、
復
不
拝
。
于
是
閣
部
、
勛
鎮
、
科
道
等
官
、

交
章
論
劾
之
瑜
、
偃
蹇
不
奉
朝
命
、
无
人
臣
礼
。
章
甫
上
、
瑜
即
星

夜
遁
逃
海
浜
、
数
月
不
見
緹
騎
。（
崇
禎
十
七
年
に
、
仕
官
の
誘
い

を
辞
し
ま
し
た
。
弘
光
元
年
に
再
び
招
聘
が
来
て
も
、
受
け
な
か
っ

た
の
で
す
。
三
回
目
は
と
う
と
う
江
西
等
処
提
刑
案
察
使
司
副
使
兼

兵
部
職
方
清
吏
司
郎
中
、
監
荊
国
公
方
国
安
軍
と
い
う
官
職
を
授
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
固
辞
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
閣
部
、
勛
鎮
、
科
道

の
官
吏
ら
は
交
章
し
て
「
偃
蹇
不
奉
朝
命
、
無
人
臣
礼
（
高
ぶ
っ
て

命
を
従
わ
ず
、
人
臣
と
し
て
の
礼
に
欠
け
る
）
」
と
之
瑜
を
弾
劾
し

ま
し
た
。
章
甫
の
冠
を
呈
上
し
て
、
瑜
は
夜
に
海
辺
に
逃
げ
だ
し
、

数
か
月
も
の
間
追
手
の
姿
は
見
ま
せ
ん
で
し
た

（
2
5
）。

　

天
津
に
滞
在
し
た
と
き
、
阮
述
は
地
元
の
人
々
と
の
筆
談
に
よ
っ
て
、

見
聞
を
広
げ
た
。
天
津
使
館
の
差
官
張
宝
廉
と
筆
談
を
通
し
て
、
阮
述
は

保
甲
局
と
い
う
制
度
を
知
っ
た
。

中
国
に
は
保
甲
局
が
あ
り
、
十
戸
ご
と
に
一
牌
を
立
て
ま
す
。
毎
年
、

甲
長
（
牌
を
調
べ
る
人
）
は
某
姓
に
男
と
女
が
何
人
い
る
か
人
口
を
調

査
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
登
録
を
し
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
で
た
ら
め
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す

（
2
6
）。

　

使
部
主
事
唐
景
崧
と
の
筆
談
で
、
阮
述
は
中
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に

つ
い
て
理
解
し
た
。

北
京
の
武
宣
門
に
は
廟
堂
が
あ
り
、
門
の
上
に
大
き
な
字
で
「
勅
建

天
主
教
堂
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
明
朝
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
当
時
、
利
馬
竇
と
い
う
宣
教
師
が
中
国

に
や
っ
て
き
て
、
そ
の
人
は
暦
算
に
長
け
て
い
た
の
で
、
中
国
で
も

そ
の
暦
算
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
暦
算
を
講
じ
る
よ
う
に
命
じ
ら

れ
た
の
で
、
こ
の
教
会
を
立
て
る
の
を
許
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
西
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か
ら
の
宣
教
師
は
長
く
こ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
宣
教
し
ま
し
た
が
、
人

は
あ
ま
り
信
じ
な
か
っ
た
で
、
こ
の
教
会
は
と
て
も
冷
く
て
静
か
で

す（
2
7
）。

　

阮
述
は
武
夷
茶
な
ど
の
中
国
の
お
茶
事
情
や
人
参
に
つ
い
て
も
、
知
府

候
補
陳
釣
平
と
知
県
候
補
裴
敏
と
の
筆
談
で
認
知
し
て
い
た
。

武
夷
茶
と
は
福
建
省
産
で
、
ま
た
山
で
産
し
ま
す
。
生
産
さ
れ
る
山

の
名
を
武
夷
と
言
い
ま
す
が
、
実
は
栽
培
し
た
も
の
で
す
。
雑
味
が

な
く
清
ら
か
な
香
り
を
有
す
る
も
の
は
浙
江
の
本
山
茶
が
一
番
で
す

が
、
今
は
甚
だ
生
産
量
が
少
な
い
で
す
。
浙
江
と
の
境
に
南
・
北
、

二
つ
の
洞
庭
山
（
こ
の
二
山
は
江
蘇
省
に
属
し
ま
す
）
が
あ
り
、
お

茶
を
生
産
し
て
い
て
、
味
は
と
て
も
良
い
で
す
。
関
東
に
山
が
あ
り

ま
す
。
周
囲
、
数
千
里
に
わ
た
っ
て
、
人
が
住
ん
で
お
ら
ず
、
人
参

を
産
し
ま
す
。
毎
年
若
干
を
献
上
し
て
、
余
っ
た
人
参
は
す
べ
て
商

人
の
手
に
渡
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
上
質
な
も
の
の
多
く
は
献
上

す
る
の
を
ひ
か
え
て
い
ま
す
。
後
年
同
様
の
も
の
が
再
び
手
に
入
ら

な
い
と
、
罰
せ
ら
れ
る
の
を
恐
れ
る
か
ら
で
す
。
高
麗
人
参
は
伊
国

（
朝
鮮
）
か
ら
、
老
山
参
は
盛
京
か
ら
、
土
木
参
は
吉
林
か
ら
産
出

し
ま
す

（
2
8
）。

（
３
）
日
常
の
交
際

　

個
人
の
履
歴
や
通
信
に
関
す
る
筆
談
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
大
官
は
自
ら
紙
に
書
い
て
、
私
の
本
籍
や
履
歴
、
船
の
台
風
に

よ
る
被
害
状
況
な
ど
を
尋
ね
た
。
私
は
、
事
の
顛
末
を
詳
細
に
紙
に

書
い
た
。
大
官
は
読
み
終
わ
る
と
、
う
な
ず
い
て
、
同
情
の
意
を
表

明
し
た

（
2
9
）。

　

朱
舜
水
は
そ
の
場
に
い
る
人
に
自
分
の
履
歴
を
書
い
て
見
せ
た
。

朱
之
瑜
、
浙
江
餘
姚
人
、
南
直
松
江
籍
。
因
中
国
折
柱
缺
維
、
天
傾

日
喪
、
不
甘
薙
發
從
虜
、
逃
避
貴
邦
、
至
今
一
十
二
年
、
棄
捐
墳
墓

妻
子
。
虜
氣
未
減
、
国
族
難
歸
。
潰
耄
憂
煩
、
作
詩
無
取
。
所
供
是

實
。（
朱
之
瑜
。
浙
江
餘
姚
の
人
で
す
。
本
籍
は
南
直
松
江
に
あ
り

ま
す
。
中
国
は
天
柱
が
折
れ
て
地
維
が
切
れ
て
大
地
が
傾
い
た
の
で

す
。
剃
髪
し
て
虜
に
な
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
貴
邦
に
逃
避
し
、
今

は
十
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
郷
里
を
離
れ
て
、
妻
子
を
捨
て
た
の
で

す
が
、
蛮
族
は
い
ま
だ
衰
え
ず
、
王
族
た
ち
は
国
に
帰
れ
ま
せ
ん
。

年
ば
か
り
取
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。
詩
を
作
っ
て
も
取
れ
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
申
し
上
げ
た
の
は
事
実
で
す

（
3
0
）。）

　

人
に
旧
友
の
近
況
を
尋
ね
る
記
載
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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有
名
な
法
帖
を
、
あ
る
中
国
の
役
人
が
し
げ
し
げ
と
見
て
、
禅
師
と

筆
談
を
行
っ
た
。

「
字
が
と
て
も
良
い
で
す
。
内
容
も
良
い
。
ど
な
た
の
で
す
か
？　

ど
な
た
の
詩
？　

誰
の
字
？
」

禅
師
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
伝
え
た
。

「
あ
あ
、
そ
れ
は
阮

N
guyễn T

ấn C
ảnh

晋
景
（
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
カ
イ
ン
）
と
い
う
男
の
も
の
で

す
。
挙
人
で
、
故
吏
部
尚
書
阮
思
僩
氏
の
四
子
で
す
」。

「
号
は
雲

V
ân

 L
ộc禄

（
バ
ン
・
ロ
ク
）
で
す
か
。」

「
そ
う
で
す
。」

「
雲
禄
が
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
時
に
、
す
で
に
私
は
知
り
合
い
に
な

り
、
雲
禄
は
使
節
の
時
に
私
と
唱
和
も
行
っ
た
し
、
そ
の
当
時
の
詩

友
で
も
あ
り
ま
す
」。

「
貴
方
は
ど
な
た
で
す
か
？
」

「
欽
命
駐
倫
敦
欽
差
大
臣
張
蔭
環
で
す
。
国
の
大
事
が
あ
っ
て
皇
帝

に
帰
国
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
現
在
、
雲
禄
さ
ん
は
ど
う
し
て
お

ら
れ
ま
す
か
？　

ど
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
？
」

「
雲
禄
先
生
は
今
、
学
問
を
教
え
て
お
金
を
稼
い
で
い
ま
す
が
、
非

常
に
貧
し
く
、
家
も
土
地
も
な
い
の
で
、
友
人
の
土
地
に
身
を
寄
せ

て
い
る
の
で
す
。」

「
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。
幸
い
に
も
禅
師
に
出
会
え
て
、
旧
友
の

状
況
を
知
り
、
彼
に
手
紙
と
詩
を
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
国
に

戻
っ
た
ら
、
私
に
代
わ
っ
て
旧
友
に
こ
う
伝
え
て
言
っ
て
く
だ
さ

い
。「
私
は
ま
だ
あ
な
た
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
、
北
京

で
会
っ
た
と
き
、
私
は
機
会
が
あ
れ
ば
ベ
ト
ナ
ム
に
行
く
こ
と
を
約

束
し
、
雲
禄
園
を
訪
ね
て
酒
を
飲
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
そ
う
と

言
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
、
二
〇
年
間
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た

（
3
1
）。」

（
４
）
唱
和
の
詩
文

　

ベ
ト
ナ
ム
と
他
の
国
々
と
の
筆
談
、
特
に
公
式
の
場
で
の
筆
談
の
内
容

は
、
主
に
「
対
詩
」、
い
わ
ゆ
る
唱
和
酬
酢
で
あ
る
。
ふ
つ
う
、
漢
字
文

化
圏
の
各
国
は
ど
こ
も
詩
歌
の
伝
統
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
し
ば

し
ば
こ
の
種
の
文
体
を
使
っ
て
交
流
す
る
。
我
々
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
他
の

国
と
の
唱
和
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ベ

ト
ナ
ム
と
中
国
の
唱
和
、
ベ
ト
ナ
ム
と
朝
鮮
半
島
の
唱
和
と
ベ
ト
ナ
ム
と

日
本
の
唱
和
で
あ
る
。

（
ａ
）
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の
唱
和

　

荘
秋
君
の
記
載
に
よ
る
と
、
李
文
馥
は
か
つ
て
船
上
で
広
東
省
の
文
人

が
組
織
し
た
会
合
に
参
加
し
た
と
い
う
。
こ
の
八
月
九
日
の
会
合
は
梁
串

が
主
催
し
、
李
文
馥
と
他
の
ベ
ト
ナ
ム
の
使
節
が
招
待
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
船
で
花
畑
を
見
て
回
り
、
そ
れ
か
ら
画
舫
に
着
い
て
陳
昌
運

（
字
任
斎
）・
趙
拜
農
と
一
緒
に
陽
が
沈
む
ま
で
飲
ん
で
い
た
。
宴
会
が

終
わ
り
か
け
た
と
こ
ろ
、
任
斎
は
先
に
暇
を
告
げ
、
李
文
馥
は
別
れ
の
詩

（
3
2
）
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を
次
の
よ
う
に
作
っ
た
。

吟
草
遺
編
家
有
宝
、
甲
花
初
度
鬢
如
霜
。
江
底
漸
見
潮
初
落
、
園
古

遥
知
菊
自
香
。

陳
榻
款
懸
疑
夢
寐
、
李
舟
無
侶
惜
匆
忙
。
君
帰
請
看
楼
頭
月
、
辰
伴

吟
窓
不
靳
光
。

　

元
朝
使
者
と
紅
娘
と
「
対
詩
」
を
行
っ
て
、
別
れ
の
贈
り
物
と
し
た
。

黄
裳
は
名
残
惜
し
げ
に
次
の
よ
う
に
詠
じ
た
。

明
日
仙
舟
別
洱
河
、
今
宵
恩
愛
起
詞
多
。
来
時
説
到
相
思
事
、
望
断

衡
陽
可
奈
何
。

　

紅
娘
が
そ
れ
に
詩
を
贈
答
し
た
。

妾
涙
随
湘
水
、
君
情
望
嶺
崖
。
北
朝
通
孝
久
、
使
節
又
重
来
。

（
ｂ
）
ベ
ト
ナ
ム
と
朝
鮮
の
唱
和

　

朝
鮮
使
節
李
輝
中
が
ベ
ト
ナ
ム
使
節
団
の
黎
貴
惇
に
、
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。

遠
方
相
見
…
…
、
送
給
我
們
鮮
美
文
章
、
一
起
見
面
、
得
到
南
方

金
玉
言
辞
、
吟
哦
、
帯
回
東
土
、
在
箱
子
珍
蔵
。
共
同
唱
和
、
万

里
不
辞
、
詞
短
情
長
、
精
神
通
暁
。（
遠
方
か
ら
相
見
し
ま
し
た
が

…
…
、
私
ど
も
に
鮮
美
な
文
章
を
お
寄
せ
く
だ
さ
り
、
こ
う
し
て
お

目
に
か
か
っ
て
、
南
方
の
す
ば
ら
し
い
言
辞
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
あ
、
東
土
に
持
ち
帰
っ
て
、
大
切
に
仕
舞
っ
て
お
き

ま
す
。
ご
一
緒
に
唱
和
で
き
る
な
ら
、
万
里
も
厭
い
ま
せ
ん
。
詞

は
短
く
て
も
心
情
は
長
く
続
き
、
気
持
ち
は
通
い
合
っ
て
い
ま
す
。」

（『
見

K
iến

 văn
 tiểu

 lụ
c

聞
小
録
』

（
3
3
））

　

ベ
ト
ナ
ム
使
節
と
朝
鮮
使
節
と
の
餞
別
詩
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
贈
朝
鮮
国
使
李
珖
、
鄭
宇
淳
、
尹
坊
回
国
」

公
庭
朝
罷
路
分
殊
、
遥
指
東
瀛
憶
使
乎
。
誌
気
可
能
追
縞
帯
、
篇
章

奚
管
付
醬
瓿
。

敷
文
此
日
車
同
軌
、
秉
礼
従
来
国
有
儒
。
万
里
相
逢
知
匪
易
、
六
年

王
会
一
成
図
。

�

（
胡

H
ồ

 S
ĩ Đ

ố
n

g

士
棟
（
ホ
ー
・
シ
・
ド
ン
））

「
簡
朝
鮮
国
使
俞
集
一
、
李
世
瑾
」
。

滄
海
楊
塵
幾
度
三
、
炎
邦
自
昔
宅
郊
南
。
六
経
以
外
無
他
道
、
一
歲

之
中
熟
八
蚕
。
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万
戸
魚
塩
嘗
給
足
、
四
時
花
草
共
敷
覃
。
帰
来
宣
室
如
前
席
、
似
與

観
風
助
一
談
。�

（
阮
公
沆
）

朝
鮮
使
節
も
餞
別
の
韻
詩
が
残
っ
て
い
る
。

（
附
録
）
朝
鮮
国
副
使
吏
曹
判
書
內
閣
学
士
徐
有
防
和
体
。

莊
莊
俯
仰
大
輿
堪
、
日
出
箕
東
水
尽
南
。
逖
矣
封
疆
迷
極
望
、
忽
同

囗
序
喜
相
参
。

降
衷
自
古
人
兼
我
、
贈
別
如
今
悵
更
慚
。
莫
惜
方
音
難
解
意
、
憑
将

文
字
替
酬
談
。�

（
徐
有
防
）

（
ｃ
）
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
唱
和

　

一
七
六
〇
年
、
黎
貴
惇
は
滞
在
中
、
二
人
の
琉
球
「
留
学
生
」
と
の
出

会
い
を
記
録
し
た
が
、
唱
和
の
詩
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
阮
青
松
（
二
〇 

〇
七
年

（
3
4
））
に
よ
る
と
、
阮
輝
𠐓
（N

guyễn H
uy O

ánh

）
は
日
本
使
節
の
帰
国

に
詩
を
贈
っ
た
と
い
う
。

朽
岡
虚
路
各
天
涯
、
多
俟
欣
逢
大
米
家
。
日
送
浮
泥
寧
活
計
、
手
斟

鮮
素
共
金
羅
。

傑
奴
羊
売
西
孫
歩
、
采
落
明
東
阿
将
梭
。
華
蓋
力
哥
非
敢
擬
、
漫
将

粉
地
寓
情
多

（
3
5
）。

　

李
文
馥
と
琉
球
使
節
と
の
詩
句
も
あ
る
。

千
里
文
章
同
一
脈
、
為
憐
筆
墨
遜
三
分
。
茫
茫
旅
地
誰
知
己
、
半
巻

全
詩
語
寂
熏
。

三
、
筆
談
資
料
の
価
値

（
一
）
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値

　

ベ
ト
ナ
ム
と
他
国
と
の
筆
談
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
、
と
り
わ
け
公
式

の
史
書
に
完
全
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
国
際
関
係
の
一
部
を
補
完
す
る
。

た
と
え
ば
、
範
慎
遹
が
正
使
、
阮
述
が
副
使
を
務
め
た
阮
朝
使
節
団
は
、

清
朝
政
府
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
戦
争
に
干
渉
す
べ
き

だ
と
提
案
し
た
が
、
清
朝
政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
を
援
助
し
な
か
っ
た
。
正
史

『
大

Đ
ại N

am
 th

ự
c lục

南
実
録
』で
は
仏
・
越
間
の
フ
エ
条
約
に
よ
る
新
し
い
条
項
に
よ
っ

て
、
清
朝
は
ベ
ト
ナ
ム
に
干
渉
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に

対
し
て
責
任
を
放
棄
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
阮
翻
が
広
東
省
に
駐
在
し

た
と
き
に
、
阮
翻
は
再
三
広
東
総
督
に
謁
見
し
よ
う
と
し
た
が
、
広
東
総

督
は
フ
ラ
ン
ス
側
の
怒
り
を
恐
れ
て
、
そ
れ
を
口
実
に
応
じ
な
か
っ
た

の
で
あ
る（『
大
南
実
録
』）。
一
方
、
阮
述
の
『
往
津
日
記
』
に
は
、
ベ

ト
ナ
ム
使
節
と
清
朝
政
府
代
表
者
の
間
で
少
な
く
と
も
二
五
回
の
筆
談

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
明
ら
か
に
当
時
の
清
朝
の
消
極
的

な
態
度
が
反
映
し
て
い
る
。
阮
述
と
馬
大
使
（
馬
建
忠
〈
一
八
四
五
―

一
九
〇
〇
〉）
と
何
度
も
筆
談
で
意
見
を
交
わ
し
、
そ
れ
を
李
鴻
章
に
上

程
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
李
鴻
章
の
指
導
意
見
を
伝
達
す
る
た
め
に
、
阮
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述
と
馬
大
使
は
ま
た
複
数
の
筆
談
を
行
っ
て
い
る
。

　

『
海

H
ả

i n
g

o
ạ

i k
ỉ sự

外
紀
事
』『
安
南
供
役
紀
事
』『
海

H
ải N

am
 tạp

 trứ

南
雑
著
』『
昼
永
編
』
な
ど
の
書

籍
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
状
況
、
社
会
、
文
化
な
ど
に
関
す
る
多
く
の
歴

史
的
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
な
か
の
筆
談
は
、
多
く
の

貴
重
な
歴
史
資
料
的
価
値
を
も
有
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
の

漁
師
も
漢
字
が
理
解
し
て
い
て
、
蔡
廷
蘭
が
自
分
が
ど
こ
に
漂
流
し
た
の

を
知
ら
せ
る
た
め
、
漁
師
が
「
安
南
」
と
い
う
二
字
を
書
い
て
見
せ
た
の

で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
朝
鮮
に
関
す
る
研
究
者
は
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
に
お

け
る
女
性
の
地
位
に
非
常
に
驚
い
て
い
る
。
さ
ら
に
驚
く
こ
と
に
は
、
女

性
は
漢
字
も
理
解
で
き
、
ベ
ト
ナ
ム
に
逃
げ
た
朝
鮮
人
を
許
す
力
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

『
昼
永
編
』
に
こ
う
い
う
記
載
が
あ
る
。「（
朝
鮮
人
は
）
黒
い
服
を

着
て
、
馬
の
し
っ
ぽ
の
よ
う
な
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
役
人
の
と
こ
ろ
に
送

ら
れ
た
。
そ
の
役
人
は
椅
子
に
座
っ
て
問
答
を
書
き
記
し
た
。
我
が
国

の
王
子
は
以
前
貴
国
の
人
に
殺
さ
れ
て
い
た
の
で
、
今
、
私
た
ち
は
そ
の
復

讐
の
た
め
に
お
前
た
ち
を
殺
す
」
と
。
済
州
島
の
人
々
は
そ
の
漢
字
を
見

て
、
み
な
泣
き
だ
し
た
。
そ
こ
へ
突
然
、
絹
の
着
物
を
着
て
装
飾
品
を
沢

山
身
に
着
け
た
人
が
現
れ
た
。
そ
れ
は
貴
族
の
女
性
で
、
珍
し
い
香
り
を

漂
わ
せ
て
い
た
。
筆
を
手
に
取
っ
て
こ
う
書
い
て
見
せ
た
。「
あ
な
た
が

た
泣
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
人
を
殺
し
ま
せ
ん
か
ら
。
あ
な

た
が
た
は
こ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
も
い
い
し
、
こ
こ
を
去
っ
て
も
い
い
の
で

す
。」
と
。
こ
の
筆
談
記
事
は
同
時
に
、
安
南
の
王
子
が
一
六
八
七
年
に

朝
鮮
人
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
も
あ
る
。
各
種
の
公
的

歴
史
に
は
、
こ
の
内
容
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
一
六
一
二
年
に
朝
鮮

半
島
の
人
が
ベ
ト
ナ
ム
商
人
を
殺
害
し
、
強
奪
し
た
事
件
に
つ
い
て
の
み

言
及
し
て
い
る

（
3
6
）。

　

ベ
ト
ナ
ム
と
外
国
と
の
筆
談
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
重
要
な
歴
史
資
料
を
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
関
係
諸
国
に
も
歴
史
資
料
を
提
供
す
る
。
筆
談
に

よ
っ
て
、
当
時
、
外
国
人
が
ベ
ト
ナ
ム
の
自
然
環
境
や
人
文
社
会
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
の
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
李
睟
光
は
ベ
ト
ナ
ム
の
こ
と
を
あ
る
程
度
理
解
し

て
お
り
、
蔡
廷
蘭
は
ベ
ト
ナ
ム
の
習
慣
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
現

地
の
風
俗
習
慣
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ベ
ト
ナ
ム
筆
談
資
料
は
ま

た
、
日
本
人
が
し
ば
し
ば
公
務
の
た
め
に
上
海
に
来
た
と
か
、
三
人
の
日

本
人
僧
侶
が
参
禅
す
る
た
め
に
中
国
に
来
た
と
か
、
あ
る
英
国
人
が
三
三

年
間
中
国
に
滞
在
し
中
国
で
役
人
を
務
め
て
い
た
と
い
っ
た
様
々
な
情
報

を
我
々
に
伝
え
る
。
唱
和
詩
の
詩
句
を
通
し
て
、
我
々
は
そ
の
官
員
た
ち

の
身
分
を
性
格
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
は

公
式
の
史
書
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
広
東
省
人
の
梁
串

は
史
書
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
が
、
李
文
馥
と
汝
伯
士
に

贈
ら
れ
た
詩
か
ら
、
彼
が
海
南
島
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
李
文
馥

は
梁
串
の
こ
と
を
、「
学
才
有
本
領
、
詩
好
若
工
巧
（
学
才
に
本
領
あ
り
、

詩
良
く
工
巧
の
如
き

（
3
7
））」
と
褒
め
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
、
広
東
省
の
地

方
誌
や
中
国
人
物
志
に
必
要
な
史
料
を
提
供
す
る
。
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さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
や
他
国
の
筆
談
に
よ
れ
ば
、
遭
難
し
た
ほ
と
ん
ど

の
外
国
船
が
広
南
峴
港
海
岸
に
漂
流
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
阮
朝
は

遭
難
者
（
中
国
人
）
を
帰
国
さ
せ
る
船
を
護
送
し
て
、
多
く
は
広
南
峴
港

か
ら
出
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
筆
談
は
、
広
南
峴
港
（
古
く
か
ら
有
名

な
港
町
会
安
）
の
地
方
誌
に
多
く
の
貴
重
な
歴
史
資
料
を
提
供
す
る
。

（
二
）
文
学
価
値

　

第
一
に
こ
れ
ら
の
筆
談
は
、
豊
か
な
文
学
の
内
容
、
体
裁
、
芸
術
形
式

を
有
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
外
交
文
学
と
使
節
詩
文
に
お
い
て

大
き
く
貢
献
す
る
。
外
交
文
学
と
使
節
詩
文
は
、
ベ
ト
ナ
ム
文
学
の
歴
史

に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。『
出

T
h

ơ
 đ

i sứ

使
詩
』で
は
、「
使

節
の
詩
の
中
で
最
も
感
動
的
な
も
の
は
、
愛
国
心
と
民
族
の
誇
り
を
賞
賛

す
る
詩
で
あ
る
。
開
国
以
来
、
そ
の
愛
国
心
は
わ
が
民
族
の
誇
り
で
あ

り
、
戦
時
の
武
器
で
あ
り
、
そ
し
て
倫
理
道
徳
で
あ
る

（
3
8
）。」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
創
造
、
唱
和
酬
酢
は
、
そ
の
場
に
お
け
る
各
国
使
節
間
の
直

接
的
な
外
交
関
係
や
感
情
交
流
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
詩
文

の
世
界
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
よ
う
な
唱
和
と
応
酬

の
や
り
取
り
は
、
本
場
中
国
の
文
人
や
学
者
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
使
節
の

文
学
的
造
詣
が
刮
目
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、「
典
故
の
使
用
や
表
現
の
熟

練
」「
韻
へ
の
習
熟
」
な
ど
に
よ
り
称
賛
を
博
し
て
い
た

　

ベ
ト
ナ
ム
人
と
外
国
人
と
の
筆
談
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
漢
詩
・
漢
文
作
品

を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
漢
文
学
に
と
っ
て
不
可
分
な

一
部
分
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
将
来
の
世
代
に
国
際
的

な
ベ
ト
ナ
ム
の
文
学
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
学
思
潮
お
よ
び
文
学
の

背
景
を
研
究
す
る
た
め
に
、
豊
富
な
情
報
を
提
供
す
る
。

（
三
）
思
想
・
学
術
的
価
値

　

筆
談
の
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
知
識
人
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
は

学
術
的
お
よ
び
思
想
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
っ
た
。
蔡
廷

蘭
が
皇
帝
か
ら
「
文
学
出
身
の
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
と
き
、

役
人
は
暇
な
と
き
に
し
ば
し
ば
彼
を
呼
ん
で
「
筆
談
」
を
行
っ
た
と
い
う
。

　

朱
舜
水
は
か
つ
て
あ
る
官
職
の
低
い
役
人
に
「
易
学
義
理
」
を
教
え

た
。「
河
図
洛
書
、
各
方
位
、
各
地
方
、
先
天
後
天
、
都
有
清
楚
地
記

載
、
不
餘
不
少
（
河
図
洛
書
は
各
方
位
、
各
地
方
、
先
天
八
卦
、
後
天
八

卦
に
つ
い
て
、
正
確
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
余
す
と
こ
ろ
が
な
く
て
欠
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
な
い
。）」、「
上
下
四
邊
、
左
右
先
後
、
多
少
配
合
、

都
有
九
數
、
四
九
六
六
、
花
柳
満
成
（
上
下
四
辺
、
左
右
前
後
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
。
す
べ
て
、
九
数
図
が
当
て
ら
れ
て
、
四
、
九
、

六
、
六
と
う
ま
く
配
当
し
て
い
る

（
3
9
））」。

　

あ
る
時
、
朱
舜
水
は
も
う
一
人
の
役
人
と
筆
談
を
し
た
が
、
そ
の
役
人

は
古
文
の
義
理
に
尋
ね
、
「
植
橘
柚
於
玄
朔
、
蒂
華
藕
於
修
陵
（
橘
柚
を

玄
朔
に
植
へ
、
華
藕
を
修
陵
に
蒂
（
つ
）
く
）」
の
二
句
の
義
を
問
う
た
。

朱
舜
水
は
「
橘
植
於
南
方
、
其
性
畏
寒
、
過
淮
則
化
而
為
枳
。
華
藕
者
芙
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蕖
也
、
即
今
之
荷
花
。
若
栽
於
高
岡
之
上
、
豈
能
栄
茂
。
二
語
総
言
托
非

其
所
。（
橘
は
南
で
植
え
て
お
り
、
寒
さ
に
弱
い
も
の
で
す
。
淮
河
を
過

ぎ
る
と
枳
と
な
り
ま
す
。
華
藕
は
芙
蕖
で
す
。
今
は
蓮
と
い
い
ま
す
。
も

し
高
い
丘
の
上
で
栽
培
し
た
ら
生
い
茂
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
二
つ
は
全
て
託
さ
ざ
る
と
こ
ろ
に
託
し
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
の
で

す
。）」
と
書
い
て
み
せ
た
。
役
人
は
ま
た
「
折
若
木
而
閉
蒙
汜
（
若
木

を
折
り
て
、
而
し
て
蒙
汜
を
閉
さ
ん
）」、「
鳶
飛
戻
天
（
鳶
は
飛
ん
で
天

に
戻
（
い
た
）
る
）」
を
尋
ね
た
。
朱
舜
水
が
そ
れ
を
注
意
深
く
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
役
人
は
喜
ん
で
「
ベ
ト
ナ
ム
で
の
解
釈
は
素
朴
な
も
の
で

す
。」
と
言
っ
た
が
、
朱
は
「
解
釈
は
素
朴
で
も
い
い
で
す
が
、
全
く
間

違
え
て
い
な
い
か
が
心
配
で
す

（
4
0
）」

と
答
え
た
。

　

朱
舜
水
と
地
元
の
人
々
と
の
筆
談
に
は
、
次
の
記
録
が
あ
る
。

黎
雲�

「
こ
の
か
た
は
極
め
て
学
が
好
き
で
、
お
宅
に
は
た
く
さ
ん
の

書
物
が
あ
り
ま
す
。
」

朱　

「
古
い
書
物
は
多
く
あ
り
ま
す
か
？
」

黎
雲�

「
見
る
の
に
十
分
な
ほ
ど
で
す
」
。

朱　

�

「
通
鑑
綱
目
、
前
後
漢
書
、
廿
一
史
、
史
記
、
文
献
通
考
、
紀

事
本
末
、
潜
確
居
類
書
、
焚
書
、
蔵
書
と
古
文
奇
賞
、
鴻
藻
は

あ
り
ま
す
か
。
」

黎
雲�

「
す
べ
て
持
っ
て
い
ま
す
が
、
鴻
藻
だ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

朱　

�

「
安
南
に
は
書
物
は
な
く
、
私
は
祖
国
を
離
れ
て
か
ら
十
三
年

に
な
り
ま
す
が
、
書
物
な
ど
は
見
当
た
ら
ず
、
学
問
が
極
め
て

疎
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
、
恐
れ
入

り
ま
す
が
、
二
部
を
借
り
て
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
し
ま
す

（
4
1
）。」

　

上
記
の
筆
談
は
、
当
時
、
広
南
峴
港
（
会
安
）
の
民
家
に
多
く
の
書
物

が
あ
り
、
こ
の
地
で
書
物
が
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
地
の
漁
師
が
、
一
六
八
七
年
に
漂
流
し
た
朝

鮮
人
と
、
漢
字
で
筆
談
で
き
る
こ
と
も
間
接
的
に
証
明
し
て
い
る
。

　

筆
談
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
使
節
や
知
識
人
は
、
近
隣
諸
国
や
世
界
の

状
況
を
深
く
認
識
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
的
お
よ
び
社
会
的
側
面

を
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
新
し
い
知
識
を
求
め
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
の

副
将
麦
士
維
能
が
一
八
日
に
阮
述
を
訪
れ
た
後
、
阮
は
二
〇
日
に
ま
た
麦

士
維
能
を
呼
ん
で
、
通
商
に
つ
い
て
筆
談
で
話
し
合
う
こ
と
を
望
ん
だ
と

い
う
。

四
、
結
論

　

筆
談
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
、
お
よ
び
漢
字
を

知
っ
て
い
る
西
洋
人
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
は
、「
共
欲
酣
杯
終
日
語
、
卻
愁
南
北
不
同
音
（
共
に
酣
杯

し
、
終
日
語
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
却
っ
て
愁
ふ
、
南
北
同
音
な
ら
ざ
る

を
。）」（
越
南
陳
朝
阮
忠
彥
使
臣
）
と
い
う
言
語
制
限
を
克
服
し
、「
問
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答
須
憑
筆
、
言
談
在
此
書
（
回
答
、
筆
に
憑
る
と
須
つ
も
、
言
談
こ
の
書

に
在
り
。）」（『
得
泰
船
筆
語
』）、
お
よ
び
「
舌
従
筆
吐
情
如
画
（
舌
、
筆

に
従
り
て
情
を
吐
く
こ
と
画
の
如
し
）」（
越
南
阮
朝
使
臣
李
文
馥
）
と

い
う
よ
う
な
、
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
は
世
界
中
の
人
々
と
筆
談
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
参
加

者
は
多
様
な
身
分
（
役
人
、
学
者
、
僧
侶
、
商
人
）
に
わ
た
り
、
筆
談
内

容
も
極
め
て
豊
富
（
政
治
交
流
、
国
政
、
情
報
交
換
、
社
会
交
際
、
唱
和

文
章
）
で
あ
っ
た
。
筆
談
は
歴
史
的
、
文
学
的
、
思
想
的
価
値
を
有
し
て

お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
重
要
な
文
献
と
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

（
本
稿
は
二
〇
一
七
年
中
国
国
家
社
科
基
金
重
大
項
目
「
ベ
ト
ナ
ム
漢
字
資

源
整
理
及
周
辺
の
研
究
」（17ZDA

308

）
に
基
づ
く
研
究
成
果
で
あ
る
。）

（
注
）

（
１
）　�

永
聘
『
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
文
化
交
流
』、
ホ
ー
チ
ミ
ン
文
芸
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
版
、
一
二
七
頁
）。

（
２
）　

永
聘
前
掲
書
、
一
二
六
頁
。

（
３
）　

阮
伯
成
主
編
『
越
南
韓
国
文
化
相
同
』、
五
一
頁
。

（
４
）　

永
聘
前
掲
書
、
二
二
〇
―
二
二
一
頁
。

（
５
）　

永
聘
前
掲
書
、
六
五
頁
。

（
６
）　�（
清
）
釈
大
汕
『
海
外
紀
事
』、
ダ
ナ
ン
大
学
師
範
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
版
、
四
一
頁

（
７
）　

釈
大
汕
前
掲
書
、
五
一
頁
。

（
８
）　�

陳
益
源
・
呉
德
寿
（
訳
）、
蔡
廷
蘭
と
『
海
南
雑
著
』、
ハ
ノ
イ
労
働
出

版
社
、
二
〇
〇
九
年
版
、
一
七
七
頁
。

（
９
）　

釈
大
汕
前
掲
書
、
五
一
頁

（
10
）　

陳
益
源
前
掲
書
、
一
七
七
頁
。

（
11
）　�

朱
舜
水
「
安
南
供
役
紀
事
」、『
朱
舜
水
集
（
巻
二
）』、
中
華
書
局
出
版

社
、
二
〇
〇
八
年
版
、
二
〇
頁
。

（
12
）　

閉
朗
玩
『
越
華
通
使
史
略
』、
一
九
四
三
年
版
、
一
三
一
頁
。

（
13
）　�

求
封
―
一
八
〇
二
年
、
一
八
二
〇
年
、
一
八
四
一
年
、
一
八
四
八

年
。
朝
貢
―
一
八
〇
四
年
、
一
八
〇
九
年
、
一
八
一
三
年
、
一
八
一
七

年
、
一
八
二
四
年
、
一
八
二
八
年
、
一
八
三
二
年
、
一
八
三
六

年
、
一
八
四
九
年
、
一
八
五
三
年
、
一
八
五
七
年
、
一
八
六
〇

年
、
一
八
六
八
年
、
一
八
七
二
年
、
一
八
七
六
年
、
一
八
八
〇
年
。

礼
聘
―
一
八
〇
四
年
、
一
八
〇
九
年
、
一
八
一
九
年
、
一
八
二
〇

年
、
一
八
二
四
年
、
一
八
三
〇
年
、
一
八
四
一
年
、
一
八
四
五

年
、
一
八
四
八
年
、
一
八
五
一
年
、
一
八
六
五
年
、
一
八
六
七
年
、

一
八
七
〇
年
、
一
八
七
六
年
、
一
八
八
三
年
。

（
14
）　�

冊
封
―
一
八
〇
四
年
、
一
八
二
一
年
、
一
八
四
二
年
、
一
八
四
九
年
。

（
15
）　

阮
伯
成
前
掲
書
、
五
七
頁
。
ベ
ト
ナ
ム
使
節
使
臣
黎
貴
惇
に
よ
る
。

（
16
）　

阮
伯
成
前
掲
書
、
五
七
頁
。
朝
鮮
半
島
使
臣
李
睟
光
に
よ
る
。

（
17
）　

阮
伯
成
前
掲
書
、
四
七
頁
。

（
18
）　

永
聘
前
掲
書
、
二
四
七
―
二
五
五
頁
。

（
19
）　�

阮
述
著
、
陳
荆
和
編
注
『
往
津
日
記
』、
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、

一
九
八
〇
年
版
、
六
八
〇
頁
。

（
20
）　

釈
大
汕
前
掲
書
、
五
一
頁
。

（
21
）　

永
聘
前
掲
書
、
一
四
〇
頁
。

（
22
）　

永
聘
前
掲
書
、
二
五
三
―
二
五
四
頁
。

（
23
）　

阮
伯
成
前
掲
書
、
五
八
頁
。
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（
24
）　

陳
益
源
前
掲
書
、
一
九
二
―
一
九
三
頁
。

（
25
）　

朱
舜
水
前
掲
書
、
二
〇
頁
。

（
26
）　

阮
述
前
掲
書
、
七
八
頁
。

（
27
）　

阮
述
前
掲
書
、
八
〇
―
八
一
頁
。

（
28
）　

阮
述
前
掲
書
、
八
一
頁
。

（
29
）　

陳
益
源
前
掲
書
、
一
七
七
―
一
七
八
頁
。

（
30
）　

朱
舜
水
前
掲
書
、
一
五
頁
。

（
31
）　

閉
朗
玩
前
掲
書
、
一
三
一
―
一
三
二
頁
。

（
32
）　�

庄
秋
君
「
海
外
に
知
己
存
す
―
一
八
八
三
年
ベ
ト
ナ
ム
使
臣
の
広
東
省

旅
行
記
」、『
ベ
ト
ナ
ム
学
研
究
と
教
学
論
文
集
』、
ホ
ー
チ
ミ
ン
国
家

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
版
、
八
三
三
―
八
三
五
頁
。 

（
33
）　

阮
伯
成
前
掲
書
、
五
九
頁
。

（
34
）　�

阮
青
松
「
外
交
官
阮
輝
𠐓
」、『
阮
輝
𠐓
研
究
論
文
集
』、
ハ
ノ
イ
社
会

科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
版
、
一
八
六
頁
。

（
35
）　�

阮
青
松
前
掲
書
、
一
九
〇
頁
。
阮
輝
𠐓
は
詩
の
創
作
に
あ
た
り
、
明
清

時
代
漢
字
音
で
表
す
日
本
語
彙
を
使
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
例

え
ば
、「
浮
泥
＝
船
」、「
傑
奴
＝
昨
日
」、「
華
蓋
＝
若
者
」。

（
36
）　
『
朝
鮮
王
朝
実
録
・
光
海
君
日
記
（
巻
十
五
）』
参
照
。

（
37
）　

荘
秋
君
前
掲
書
、
八
三
四
頁
。

（
38
）　�

漢
喃
研
究
院
『
出
使
詩
』、ハ
ノ
イ
社
会
科
学
出
版
社
、一
九
九
三
年
版
、

二
〇
頁
。

（
39
）　

永
聘
前
掲
書
、
三
七
三
―
三
七
四
頁
。

（
40
）　

朱
舜
水
前
掲
書
、
二
七
頁
。

（
41
）　

朱
舜
水
前
掲
書
、
二
七
頁
。
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